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障がいがある人の権利擁護のために   レジュメ 

令和３年 2 月５日 

 社会福祉士・精神保健福祉士・弁護士  太 田 晃 弘 

 

【講習内容について】 
 今回は書面開催となります。下記の要領で進めてみてください。 
 

 ① パワーポイントの資料を読む。 

 ② 下記｢第１｣の確認問題を解いてみる。 → 答え合わせをしましょう。 

 ③ 下記｢第２｣の事例検討に取り組んでみる。 → 振り返りシートをみてください。 
  

 

第１ 人権について 確認問題  

 下記 １ ないし ３ に最もふさわしい選択肢を選んでください。 

 

 憲法に書いてある基本的人権は， １  

① 基本的に国との関係で主張できる 

② 私人間でも直接適用される 

③ 特定の人しか主張できない 

ものであるので，施設などでの虐待においては， ２  

① 人権が問題になることはない。 

② 憲法が直接適用され，被虐待者は人権侵害の主張ができる。 

③ 民法などの解釈の中に人権の考え方を反映させていくことになる。 

 したがって，我々庶民が生活をしていくうえでは， ３  

① 人権のことを考える必要はない。 

② 職場において人権を考える必要があり，それ以外の場面で人権は無関係である。 

③ 人権擁護の視点を踏まえた振る舞いをすることが重要と思われる。 

 

第２ 事例検討  

【事例】 

 ＸとＢは平成１８年頃から交際を始め，平成２１年，両者間に子が生まれた。Ｘは，平成２１年５

月，交通事故に遭い，高次脳機能障害等が残存した。ＸとＢは，平成２４年４月２３日，婚姻届を

提出した。 

 Ｘ名義の○○銀行預金口座に，平成２３年８月から平成２４年１１月にかけて，上記交通事故

の損害賠償金合計８２００万円が複数回にわたって振り込まれた。 

 Ｘは，平成２４年９月７日，保佐開始の審判（保佐人はＢ。ただし代理権付与はなされていな

い）を受けた。 

 Ｘは，平成２４年１０月２０日，夫婦喧嘩でＢから左胸を拳で殴られたなどと訴えて，交番に駆け
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込んだ。警察署員は，Ｘの右肘に擦過傷を認めるなどしたことから，Ｘの住所地であるＹ区担当

者にその旨を通報した。その際，Ｘは，Ｙ区担当者に対し，「警察から離婚を勧められて悩んでい

る。Ｂからは『金を取ったら用なしや』と言われているが，子どもと一緒にいたい」旨を述べた。 

 Ｘは，同年１１月下旬，Ｚ施設に入所し，同所で生活をすることとなった。その際，Ｚ施設では，

上記のとおりの各事実関係について申し送りを受けた。 

 施設入所後も，Ｘの預金は保佐人Ｂが管理しており，施設利用にあたって必要な各種経費（月

額約６万円）について，滞納するようになった。その滞納額は平成２５年１１月末日現在で６か月

分に及んでいる。当初，Ｂは，月１回程度，Ｘに面会をしていたが，このころにはほとんど面会に

来なくなった。 

 Ｘは，平成２５年１２月のケース会議において，「Ｂと離婚すればお金をすべて持っていかれる

から離婚したくないが，持っていかれないのであれば離婚したい」「Ｂに金銭を管理されることで

気遣う面もあるが，困ることはないのでそのままでも問題はない」などと述べた。 

 

問１ Ｘさんの現在の生活をめぐってどのような虐待リスクがあるでしょうか 

 

 

 

 

 

問２ 平成２５年１１月末段階で，Ｚ施設職員としては，どうすべきでしょうか。 

 

 

 

 

 

問３ ケース会議（平成２５年１２月）でのＸさん発言をどう捉えるべきでしょうか。 

 

 

 

 

 

以 上 


